
さて、「年号語呂合わせ」の第三弾、「近世編」です。「近世」とは「織豊政権」から「江戸時代」

ですよ。

どんどん覚えてほしい年号が増えてきますね。

でも、「覚えなければならない」とか「覚えられない」と思うのではなくて、「あ、この事件から

あの事件までは○○年の間隔なのか！」とか「将軍○○と将軍△△まではちょうど一〇〇年なのか！」

というように、意味を持たせたりすれば、年号は覚えようとしなくても頭が勝手に覚えてくれます。

とにかく、「覚えられない」とマイナスイメージを持っている限り、なかなか覚えられませんよ。

さあ、はじめましょう！！

年号語呂合年号語呂合年号語呂合年号語呂合わせわせわせわせ ＜＜＜＜近世編近世編近世編近世編＞＞＞＞
1560 銃後 群れ銃後 群れ銃後 群れ銃後 群れなす 桶狭間 桶狭間の合戦なす 桶狭間 桶狭間の合戦なす 桶狭間 桶狭間の合戦なす 桶狭間 桶狭間の合戦

1575 一期 名残一期 名残一期 名残一期 名残の 長篠合戦 長篠合戦の 長篠合戦 長篠合戦の 長篠合戦 長篠合戦の 長篠合戦 長篠合戦

1582 いちご パンツいちご パンツいちご パンツいちご パンツの 本能寺 明智光秀、本能寺の変の 本能寺 明智光秀、本能寺の変の 本能寺 明智光秀、本能寺の変の 本能寺 明智光秀、本能寺の変

十五夜に十五夜に十五夜に十五夜に 少年使節 船出する 天正遣欧使節少年使節 船出する 天正遣欧使節少年使節 船出する 天正遣欧使節少年使節 船出する 天正遣欧使節

1587 以後は な以後は な以後は な以後は ならんと バテレン追放 バテレン追放令らんと バテレン追放 バテレン追放令らんと バテレン追放 バテレン追放令らんと バテレン追放 バテレン追放令

1590 一国を 統一国を 統一国を 統一国を 統一 豊臣秀吉 豊臣秀吉が天下統一一 豊臣秀吉 豊臣秀吉が天下統一一 豊臣秀吉 豊臣秀吉が天下統一一 豊臣秀吉 豊臣秀吉が天下統一

1592 異国に異国に異国に異国に 侵入 文禄の役 文禄の役侵入 文禄の役 文禄の役侵入 文禄の役 文禄の役侵入 文禄の役 文禄の役

1597 以後 苦難以後 苦難以後 苦難以後 苦難の 慶長の役 慶長の役の 慶長の役 慶長の役の 慶長の役 慶長の役の 慶長の役 慶長の役

1600 人群れを人群れを人群れを人群れを 東西に分ける 関ヶ原 関ヶ原の合戦東西に分ける 関ヶ原 関ヶ原の合戦東西に分ける 関ヶ原 関ヶ原の合戦東西に分ける 関ヶ原 関ヶ原の合戦

1603 人群れ 騒人群れ 騒人群れ 騒人群れ 騒ぐ 家康将軍 徳川家康、征威大将軍ぐ 家康将軍 徳川家康、征威大将軍ぐ 家康将軍 徳川家康、征威大将軍ぐ 家康将軍 徳川家康、征威大将軍

1604 色は 白色は 白色は 白色は 白いぞ 糸割符 糸割符制度いぞ 糸割符 糸割符制度いぞ 糸割符 糸割符制度いぞ 糸割符 糸割符制度

1615 広い 御広い 御広い 御広い 御法度の 適用範囲 武家諸法度制定法度の 適用範囲 武家諸法度制定法度の 適用範囲 武家諸法度制定法度の 適用範囲 武家諸法度制定

1629 紫の紫の紫の紫の 色憎色憎色憎色憎し 紫衣事件 紫衣事件し 紫衣事件 紫衣事件し 紫衣事件 紫衣事件し 紫衣事件 紫衣事件

1633 一路 さんざん一路 さんざん一路 さんざん一路 さんざん 奉書船 最初の鎖国令奉書船 最初の鎖国令奉書船 最初の鎖国令奉書船 最初の鎖国令

1635 披露 見事披露 見事披露 見事披露 見事な 参勤交代 参勤交代制度な 参勤交代 参勤交代制度な 参勤交代 参勤交代制度な 参勤交代 参勤交代制度
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1637 ひひひひと 無惨なと 無惨なと 無惨なと 無惨なり 島原の乱 天草四郎、島原の乱り 島原の乱 天草四郎、島原の乱り 島原の乱 天草四郎、島原の乱り 島原の乱 天草四郎、島原の乱

1639 一路 柵一路 柵一路 柵一路 柵立て 国閉ざす ポルトガル船来航禁止立て 国閉ざす ポルトガル船来航禁止立て 国閉ざす ポルトガル船来航禁止立て 国閉ざす ポルトガル船来航禁止

1641 出島で出島で出島で出島で 色好い色好い色好い色好い返事の オランダ人 オランダ出島へ返事の オランダ人 オランダ出島へ返事の オランダ人 オランダ出島へ返事の オランダ人 オランダ出島へ

1695 広く 困広く 困広く 困広く 困らす 元禄改鋳 元禄金銀の改鋳らす 元禄改鋳 元禄金銀の改鋳らす 元禄改鋳 元禄金銀の改鋳らす 元禄改鋳 元禄金銀の改鋳

1716 非難 いろ非難 いろ非難 いろ非難 いろいろ 享保の改革 徳川吉宗、享保の改革いろ 享保の改革 徳川吉宗、享保の改革いろ 享保の改革 徳川吉宗、享保の改革いろ 享保の改革 徳川吉宗、享保の改革

1732 人並みに人並みに人並みに人並みに 飯が食えない 大飢饉 享保の大飢饉飯が食えない 大飢饉 享保の大飢饉飯が食えない 大飢饉 享保の大飢饉飯が食えない 大飢饉 享保の大飢饉

1733 江戸は さんざん江戸は さんざん江戸は さんざん江戸は さんざん 打ち壊し 江戸で打ちこわし勃発江戸で打ちこわし勃発江戸で打ちこわし勃発江戸で打ちこわし勃発

1772 柔軟な 日柔軟な 日柔軟な 日柔軟な 日本を作るぞ 意次改革 田沼意次の改革本を作るぞ 意次改革 田沼意次の改革本を作るぞ 意次改革 田沼意次の改革本を作るぞ 意次改革 田沼意次の改革

1783 人の 悩み人の 悩み人の 悩み人の 悩みは 天候不順 天明の大飢饉は 天候不順 天明の大飢饉は 天候不順 天明の大飢饉は 天候不順 天明の大飢饉

1787 一縄 な一縄 な一縄 な一縄 なえば 財政改革 松平定信、寛政の改革ば 財政改革 松平定信、寛政の改革ば 財政改革 松平定信、寛政の改革ば 財政改革 松平定信、寛政の改革

1792 いーな 国にいーな 国にいーな 国にいーな 国に帰れた 大黒屋 ラックスマン根室来航帰れた 大黒屋 ラックスマン根室来航帰れた 大黒屋 ラックスマン根室来航帰れた 大黒屋 ラックスマン根室来航

1804 イヤー、オロシャイヤー、オロシャイヤー、オロシャイヤー、オロシャは恐ろしい 文化憮恤令は恐ろしい 文化憮恤令は恐ろしい 文化憮恤令は恐ろしい 文化憮恤令

1808 いわれはいわれはいわれはいわれは ないよ フェートン号 フェートン号事件ないよ フェートン号 フェートン号事件ないよ フェートン号 フェートン号事件ないよ フェートン号 フェートン号事件

1825 いやに 強引いやに 強引いやに 強引いやに 強引 打ち払い令 異国船打ち払い令打ち払い令 異国船打ち払い令打ち払い令 異国船打ち払い令打ち払い令 異国船打ち払い令

とわに 来とわに 来とわに 来とわに 来ぬよう うち払えぬよう うち払えぬよう うち払えぬよう うち払え

1828 いやに 優いやに 優いやに 優いやに 優しい シーボルト シーボルト事件しい シーボルト シーボルト事件しい シーボルト シーボルト事件しい シーボルト シーボルト事件

1837 人はみな人はみな人はみな人はみな 大塩に 味方する 大塩平八郎の乱大塩に 味方する 大塩平八郎の乱大塩に 味方する 大塩平八郎の乱大塩に 味方する 大塩平八郎の乱

嫌みな嫌みな嫌みな嫌みな 年号は モリソン号事件 モリソン号事件年号は モリソン号事件 モリソン号事件年号は モリソン号事件 モリソン号事件年号は モリソン号事件 モリソン号事件

1839 いやー 見苦いやー 見苦いやー 見苦いやー 見苦しい 蛮社の獄 蛮社の獄しい 蛮社の獄 蛮社の獄しい 蛮社の獄 蛮社の獄しい 蛮社の獄 蛮社の獄

1841 いやしいいやしいいやしいいやしい 水野の 天保の改革 水野忠邦、天保の改革水野の 天保の改革 水野忠邦、天保の改革水野の 天保の改革 水野忠邦、天保の改革水野の 天保の改革 水野忠邦、天保の改革

1853 いやで ございやで ございやで ございやで ござんす ペリーさん ペリー来航んす ペリーさん ペリー来航んす ペリーさん ペリー来航んす ペリーさん ペリー来航

1859 人は 号泣人は 号泣人は 号泣人は 号泣 安政の大獄 井伊直弼、安政の大獄安政の大獄 井伊直弼、安政の大獄安政の大獄 井伊直弼、安政の大獄安政の大獄 井伊直弼、安政の大獄

1860 人は 群れ人は 群れ人は 群れ人は 群れ来る 桜田門外 桜田門外の変来る 桜田門外 桜田門外の変来る 桜田門外 桜田門外の変来る 桜田門外 桜田門外の変

1863 いやー 無惨いやー 無惨いやー 無惨いやー 無惨なり 八一八政変 八月一八日の政変なり 八一八政変 八月一八日の政変なり 八一八政変 八月一八日の政変なり 八一八政変 八月一八日の政変

1867 人は 虚しい人は 虚しい人は 虚しい人は 虚しい 大政奉還 徳川慶喜、大政奉還大政奉還 徳川慶喜、大政奉還大政奉還 徳川慶喜、大政奉還大政奉還 徳川慶喜、大政奉還

一夜で 虚しい一夜で 虚しい一夜で 虚しい一夜で 虚しい 徳川幕府徳川幕府徳川幕府徳川幕府

人は 群れ人は 群れ人は 群れ人は 群れなす 王政復古 王政復古の大号令なす 王政復古 王政復古の大号令なす 王政復古 王政復古の大号令なす 王政復古 王政復古の大号令

※参考にさせていただいたのが『日本史重要年代 550記憶法』（山川出版社）、さらに
菅野祐孝先生や石川晶康先生の本（たくさんあり、特定できません）などです。



「年号」シリーズの最後「近代編」です。明治・大正・昭和（大まかにいうと戦前）ですよ。

近代は、覚えなければならない年号が半端じゃありません。何度も何度も書いたり、口に出したり

して覚えましょう。

そして、この年表を覚えられるまでは、トイレや自分の机の前など目立つところに掲示してインプ

ットやアウトプットを繰り返しましょう。

特に、近代は「戦争」「条約」と「恐慌」を押さえることがポイントですよ。

年号語呂合年号語呂合年号語呂合年号語呂合わせわせわせわせ ＜＜＜＜近代編近代編近代編近代編＞＞＞＞
1868 人は むや人は むや人は むや人は むやみに誉める 御誓文 五箇条の御誓文発布みに誉める 御誓文 五箇条の御誓文発布みに誉める 御誓文 五箇条の御誓文発布みに誉める 御誓文 五箇条の御誓文発布

1869 人は むく人は むく人は むく人は むくれる 版籍奉還 版籍奉還の申し出れる 版籍奉還 版籍奉還の申し出れる 版籍奉還 版籍奉還の申し出れる 版籍奉還 版籍奉還の申し出

1871 嫌な 意嫌な 意嫌な 意嫌な 意見の 廃藩置県 廃藩置県断行見の 廃藩置県 廃藩置県断行見の 廃藩置県 廃藩置県断行見の 廃藩置県 廃藩置県断行

1872 人は 何人は 何人は 何人は 何より 教育が大事 学制頒布より 教育が大事 学制頒布より 教育が大事 学制頒布より 教育が大事 学制頒布

1873 人は 涙人は 涙人は 涙人は 涙で 地租納め、嫌な税は３％ 地租改正条例制定で 地租納め、嫌な税は３％ 地租改正条例制定で 地租納め、嫌な税は３％ 地租改正条例制定で 地租納め、嫌な税は３％ 地租改正条例制定

1874 嫌な世を嫌な世を嫌な世を嫌な世を 打破せんと 建白書 民撰議院設立建白書打破せんと 建白書 民撰議院設立建白書打破せんと 建白書 民撰議院設立建白書打破せんと 建白書 民撰議院設立建白書

1875 一夜 和一夜 和一夜 和一夜 和やか 愛国社創設 愛国社創設やか 愛国社創設 愛国社創設やか 愛国社創設 愛国社創設やか 愛国社創設 愛国社創設

嫌なこと嫌なこと嫌なこと嫌なことだ 樺太・千島の 交換は 樺太・千島交換条約だ 樺太・千島の 交換は 樺太・千島交換条約だ 樺太・千島の 交換は 樺太・千島交換条約だ 樺太・千島の 交換は 樺太・千島交換条約

1876 嫌な 無嫌な 無嫌な 無嫌な 無理強い 江華条約 日朝修好条規締結理強い 江華条約 日朝修好条規締結理強い 江華条約 日朝修好条規締結理強い 江華条約 日朝修好条規締結

1881 一番 早い一番 早い一番 早い一番 早い 自由党 自由党結成自由党 自由党結成自由党 自由党結成自由党 自由党結成

1882 いわば ニいわば ニいわば ニいわば ニコニコ 日銀券 日本銀行創設コニコ 日銀券 日本銀行創設コニコ 日銀券 日本銀行創設コニコ 日銀券 日本銀行創設

1885 いわば ごいわば ごいわば ごいわば ご苦労な 内閣創設 内閣制度創設苦労な 内閣創設 内閣制度創設苦労な 内閣創設 内閣制度創設苦労な 内閣創設 内閣制度創設

1886 学校 行くの学校 行くの学校 行くの学校 行くの 嫌やろ？嫌やろ？嫌やろ？嫌やろ？ 学校令発布学校令発布学校令発布学校令発布

1887 一夜 華一夜 華一夜 華一夜 華やかに 大同団結 大同団結運動やかに 大同団結 大同団結運動やかに 大同団結 大同団結運動やかに 大同団結 大同団結運動

1889 イヤー 拍イヤー 拍イヤー 拍イヤー 拍手 明治憲法公布 大日本帝国憲法公布手 明治憲法公布 大日本帝国憲法公布手 明治憲法公布 大日本帝国憲法公布手 明治憲法公布 大日本帝国憲法公布

1894 人は 苦心人は 苦心人は 苦心人は 苦心の 条約改正 日英通商航海条約調印の 条約改正 日英通商航海条約調印の 条約改正 日英通商航海条約調印の 条約改正 日英通商航海条約調印

日本史年号を覚えてしまおう（４）

シリーズ３



1894 人は 苦し人は 苦し人は 苦し人は 苦しむ 日清戦争 日清戦争勃発む 日清戦争 日清戦争勃発む 日清戦争 日清戦争勃発む 日清戦争 日清戦争勃発

1897 一躍 並一躍 並一躍 並一躍 並ぶ 金本位制 金本位制実施ぶ 金本位制 金本位制実施ぶ 金本位制 金本位制実施ぶ 金本位制 金本位制実施

1898 薩長に薩長に薩長に薩長に 一発食わ一発食わ一発食わ一発食わせた 隈板内閣 隈板内閣成立せた 隈板内閣 隈板内閣成立せた 隈板内閣 隈板内閣成立せた 隈板内閣 隈板内閣成立

1900 日暮れ 恐日暮れ 恐日暮れ 恐日暮れ 恐ろしい 治安警察法 治安警察法公布ろしい 治安警察法 治安警察法公布ろしい 治安警察法 治安警察法公布ろしい 治安警察法 治安警察法公布

1902 日暮れに日暮れに日暮れに日暮れに 結んだ 日英同盟 日英同盟調印結んだ 日英同盟 日英同盟調印結んだ 日英同盟 日英同盟調印結んだ 日英同盟 日英同盟調印

1904 ヒト 食おうよヒト 食おうよヒト 食おうよヒト 食おうよ 日露戦争 日露戦争勃発日露戦争 日露戦争勃発日露戦争 日露戦争勃発日露戦争 日露戦争勃発

1906 日暮れ 迎日暮れ 迎日暮れ 迎日暮れ 迎えて 社会党結成 日本社会党結成えて 社会党結成 日本社会党結成えて 社会党結成 日本社会党結成えて 社会党結成 日本社会党結成

1910 ひどく 天ひどく 天ひどく 天ひどく 天下を騒がす 韓国併合 韓国併合下を騒がす 韓国併合 韓国併合下を騒がす 韓国併合 韓国併合下を騒がす 韓国併合 韓国併合

1912 得意に得意に得意に得意になって 護憲を 叫ぶ 第１次護憲運動なって 護憲を 叫ぶ 第１次護憲運動なって 護憲を 叫ぶ 第１次護憲運動なって 護憲を 叫ぶ 第１次護憲運動

1915 得意の ご得意の ご得意の ご得意の ごり押し ２１箇条 対華２１箇条の要求り押し ２１箇条 対華２１箇条の要求り押し ２１箇条 対華２１箇条の要求り押し ２１箇条 対華２１箇条の要求

1918 得意得意得意得意は 無爵の 原敬です 原敬内閣成立は 無爵の 原敬です 原敬内閣成立は 無爵の 原敬です 原敬内閣成立は 無爵の 原敬です 原敬内閣成立

1919 イクイクイクイクイクイクイクイク パリの ベルサイユ ベルサイユ条約調印パリの ベルサイユ ベルサイユ条約調印パリの ベルサイユ ベルサイユ条約調印パリの ベルサイユ ベルサイユ条約調印

1920 十九、二十十九、二十十九、二十十九、二十歳で 連盟に 加盟 国際連盟加盟歳で 連盟に 加盟 国際連盟加盟歳で 連盟に 加盟 国際連盟加盟歳で 連盟に 加盟 国際連盟加盟

1922 特に 不特に 不特に 不特に 不満の ５・５・３ ﾜｼﾝﾄﾝ海軍軍縮条約満の ５・５・３ ﾜｼﾝﾄﾝ海軍軍縮条約満の ５・５・３ ﾜｼﾝﾄﾝ海軍軍縮条約満の ５・５・３ ﾜｼﾝﾄﾝ海軍軍縮条約

1923 関東大震災で関東大震災で関東大震災で関東大震災で 逝く 兄さん逝く 兄さん逝く 兄さん逝く 兄さん 関東大震災起きる関東大震災起きる関東大震災起きる関東大震災起きる

1924 特に 知特に 知特に 知特に 知られた 護憲三派 第２次護憲運動られた 護憲三派 第２次護憲運動られた 護憲三派 第２次護憲運動られた 護憲三派 第２次護憲運動

1927 重苦に 泣重苦に 泣重苦に 泣重苦に 泣いた 金融恐慌 金融恐慌起きるいた 金融恐慌 金融恐慌起きるいた 金融恐慌 金融恐慌起きるいた 金融恐慌 金融恐慌起きる

1928 一口には一口には一口には一口には 言えぬ 張作霖爆殺 満州某重大事件起きる言えぬ 張作霖爆殺 満州某重大事件起きる言えぬ 張作霖爆殺 満州某重大事件起きる言えぬ 張作霖爆殺 満州某重大事件起きる

1929 ひどく 吹くひどく 吹くひどく 吹くひどく 吹く風 不景気の嵐 世界恐慌起きる風 不景気の嵐 世界恐慌起きる風 不景気の嵐 世界恐慌起きる風 不景気の嵐 世界恐慌起きる

1930 イクサ 押イクサ 押イクサ 押イクサ 押さえる ロンドン会議 ﾛﾝﾄﾞﾝ海軍軍縮条約調印さえる ロンドン会議 ﾛﾝﾄﾞﾝ海軍軍縮条約調印さえる ロンドン会議 ﾛﾝﾄﾞﾝ海軍軍縮条約調印さえる ロンドン会議 ﾛﾝﾄﾞﾝ海軍軍縮条約調印

1931 いちばん クサイいちばん クサイいちばん クサイいちばん クサイ 満州事変 満州事変勃発満州事変 満州事変勃発満州事変 満州事変勃発満州事変 満州事変勃発

1932 イクサにイクサにイクサにイクサに 向かう 五・一五 五・一五事件起きる向かう 五・一五 五・一五事件起きる向かう 五・一五 五・一五事件起きる向かう 五・一五 五・一五事件起きる

1933 ひどく 寂ひどく 寂ひどく 寂ひどく 寂しい 国際孤立 国際連盟脱退しい 国際孤立 国際連盟脱退しい 国際孤立 国際連盟脱退しい 国際孤立 国際連盟脱退

1936 ひどく 寒ひどく 寒ひどく 寒ひどく 寒い日 二・二六 二・二六事件起きるい日 二・二六 二・二六事件起きるい日 二・二六 二・二六事件起きるい日 二・二六 二・二六事件起きる

1937 イクサ 長イクサ 長イクサ 長イクサ 長引く 日中戦争 日中戦争始まる引く 日中戦争 日中戦争始まる引く 日中戦争 日中戦争始まる引く 日中戦争 日中戦争始まる

1940 幾夜を幾夜を幾夜を幾夜を重ね 思案の 三国同盟 日独伊三国同盟重ね 思案の 三国同盟 日独伊三国同盟重ね 思案の 三国同盟 日独伊三国同盟重ね 思案の 三国同盟 日独伊三国同盟

1941 行くよ 一行くよ 一行くよ 一行くよ 一気に 真珠湾 真珠湾攻撃気に 真珠湾 真珠湾攻撃気に 真珠湾 真珠湾攻撃気に 真珠湾 真珠湾攻撃

※参考にさせていただいたのが『日本史重要年代 550記憶法』（山川出版社）、また
菅野祐孝・石川晶康先生の本、さらに野澤道生先生の『日本史ﾉｰﾄ解説』です。


